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原 著
保健師と住民との協働における看護活動方法の特徴
一 住民との協働に関する文献検討を通して -
飯 野 理 恵 (千葉大学大学院看護学研究科)
保健師が住民 と共 に活動す る看護援助 に関す る文献検討を通 して , 住 民と の協働活動で の 活動日軌 協働活動 の内容, 協
働活動す る対象, 活 動成果を調 べ
,
住民 と 協働す る看護活動方法の 特徴を明 らか に した｡ 医学 中央雑誌 Web版を用 い , 過
去 5年間(2000年 1月 - 2005年7月) の文献 で, ｢協働｣ ｢ 共同｣ ｢協同｣ ｢パ ー トナ ー シ ッ プ｣ と ｢ 住民｣の 2 つ の キ ー ワ ー
ドを含 む 文献 と, ｢ 住民主体｣ ｢ 住民参加｣ ｢ 住民参画｣の キ ー ワ ー ドを含 む文献を検索 し, 21文献を選定 し検討した｡ そ の
結 見 保健福祉計画策定や地域住民 の 主体的な健康 づくりや地域づくりを活動 目的 と して , 保健福祉計画作成 や地域 の状態
に つ い て住民 と の話合 い を通 して 調 べ たり考えたりす る活動内容が多か っ た ｡ また , そ の ような活動 は地域組織 の代表者や
地域組織 に所属す る者 と い っ た 地域組織 に関係した対象者 が多く, 活動の 成果と して は, 地域の 実情 にあ っ たサ ー ビ ス の 提
供や 地域組織 の 活動 の 広が りな ど地域全体 にもた らさ れ た成果と共に , 住 民自身 の 健康 に関す る意識 の向上 や住民同士 の つ
なが りが 強化さ れ た と い っ た 住民 に関す るものもあっ た｡ さ らに , 保健 師自身も住民の 持つ 力を確認 し, 地域 の 課題を見 つ
め 直すなど今後 の 保健活動 の広がり に つ なが るも の を得 る こ と が で きて い た ｡
文献検討 より, 住民 との協働 におけ る活動 の 特徴 と し て
,
地域 全体を視野 に入れ, 住民の 持 っ て い る力を引き出しなが ら
住民協力者を育成す る と 同時に , 保健師自身の 活動 の ひ ろ がり に も つ なが っ て い る こ とが 明 らか に な っ た｡
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I . は じめに
近年, 各地方公共団体は地域特性に応 じた政策立案や
そ の実施を求められるようになり, ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ
ン の 理念と方法に基づ い た住民の 参加と合意を十分に得
て , 各自治体が住民の 生活実態にあ っ た独自の保健福祉
計画を住民と共に策定し実行することを視野に入れた看
護の あり方が注目され て きて い る｡ また
,
1986年に採択
され た ｢ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン に関するオタワ憲章｣ で
は, ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 展開に重要な項目と して ,
健康を重視 した公共施策の 重視, 健康を支援する環境づ
くり, 地域活動の 強化 , 個人技術の 開発, 保健サ ー ビ ス
の 方向転換を示 して い る ｡ そ の 考え方には, 地域に住む
人々 は本来, 健康問題 を解決するため の 力を持 つ 存在で
あり, そ の 潜在 し て い るカ ヤ能力を生か し て , 住民主
体 ･ 住民参加の 健康づくり ･ 地域 づくりに取り組めるよ
うに支援する こと の必要性が述 べ られ て い る 1)｡
健康問題はそ の 人 の属する生活共同体の 営みと密接な
関係を持 っ て い る ため, そ の解決には生 活共同体を構成
する人々 の 健康意識が 向上 し, 自主的行動と して 発展さ
れる こ とが求められ る｡ こ の こ と は, 看護援助と し て ,
｢ 共同組織的な努力によ っ て 問題解決をはか る｣ こ とを
目指す活動で あり, 単独 の専門職種の み で は で きるもの
で はな い ため
, 看護職は日常活動にお い て 住民や他職種
と共に活動して い る｡
こ れまで , ヘ ル ス ケ ア体制づ くりの ため の 対象者 ･ 家
族や他職種と の協働 ･ 連携 の必要性に つ い て 述べ たもの
や , 住民の 自主組織活動の 育成に関して 多くの 実践例の
報告がなされ て きたが , 住民と の協働に つ い て の観点か
ら看護援助活動の 特徴に つ い て報告 したもの はほとんど
な い ｡ そ こ で , 自治体に所属する保健師が行う住民と協
働する看護に関して , どの ような目的で , どの ような活
動方法が用 い られ て い る の かを文献検討によ っ て明らか
に し, 住民と協働する看護活動方法の特徴を明らか にす
る ｡
Ⅱ . 目 的
保健師が住民と共に活動する看護援助に関する文献検
討を通して , 住民と の協働活動 にお い て , 活動目的, 協
働する内容, 協働する対象, 協働 の 成果を調 べ , 住民と
共に活動する看護活動方法の特徴を明らかにする ｡
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Ⅲ . 方 法
1 . 文献検索方法
1) 医学中央雑誌Web版を用 い , 過去5年間 (2000.1 -
2005.7) の 文献を検索した｡ キ ー ワ ー ドは , ｢住民｣と｢協
働｣ を用 い た ｢協働｣に つ い て は, 協働 の類似語で ある
｢ 共同｣ ｢協同｣ と , ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の推進するな
かで重要な概念とな っ て きた ｢パ ー ト ナ ー シ ッ プ｣
2) を
置き換えて検索を行 っ た ｡ さ らに, 住民と の協働の援助
は ｢住民主体｣ の 活動をすすめるため の ｢住民参加｣｢住
民参画｣ の 過程の 1 つ である こ とか ら, 協働活動が これ
ら の ｢住民主体｣｢住民参加｣ ｢住民参画｣の キ ー ワ ー ド
と した文献に含まれ るため, 上記 の 3 つ の キ ー ワ ー ドを
含む文献も検索を行 っ た｡ つ まり, 検索は以下 の 2 つ の
方法か ら行 っ た ｡
① ｢協働｣o r｢ 共同｣o r｢協同｣o r｢パ ー ト ナ ー シ ッ プ｣
と ｢住民｣ の 2 つ の キ ー ワ ー ドを含む文献と , ② ｢住民
主体｣｢住民参加｣ ｢住民参画｣の い ずれか の キ ー ワ
ー ド
を含む文献を検索した｡
2) 1) より重複文献および会議録を除外した文献に つ
い て , 研究論文の タイ トル およ びアブス トラクトを概観
し, 自治体の 保健師による実践活動である こ と , 活動 の
具体的な記述 (活動目的 ･ 活動内容 ･ 活動対象 ･ 活動成
果の い ずれか) の ある原著論文, 研究報告, 資料を選定
し分析した｡
2. 分析方法
各文献か ら, ｢ 活動日的｣｢協働活動の 内容｣ ｢ 弓道活
動の 対象｣ ｢活動成果｣ を読み取りの 各項目 に整理 した｡
Ⅳ . 結 果
医学中央雑誌W eb版を用 い た文献検索か ら, ｢協働｣
｢ 共同｣ ｢協同｣ ｢ 共動｣｢パ ー トナ ー シ ッ プ｣ と ｢ 住民｣
の 2 つ の キ ー ワ ー ドを含む62件, ｢住民主体｣ ｢住民参加｣
｢住民参画｣ の キ ー ワ ー ドを含む90件が検索された ｡ そ
こ から分析対象と し て21文献を選定した ( 表1)｡
表1 . 文献 一 覧 およ び活動概要
香
■コ
ち~ タ イ ト ル 活
動 の 概 要
1
2
3
4
5
住 民 と協 働 で と り く む健 康 子 どもが い き い きと育 つ 町 づ く りを 目指 した健康 増進 計画 づ く りをす る た め に , 小 中学校 PTA,老 人会,-商工
増 進計画策 走方法 の 検討 会, 乳 幼児 の 親, 中学校 の 生徒等の 住民 組織 を対象と して/ 会議 (推進会
. 実務 者検討 会 . 作 業部 会) や 研修
会で , グ ル
ー プ ヒア リ ン グ を実 施 し, そ こで の 意見 を会 議で 計 酎乍りに 反映 させ なが ら子 供の 課題 を抽 出し た○
健康銭 太鼓体 操 に 取 り組 ん 保健 師 は高 齢者 の 心身諸機 能の 低 下 防止 を目的 に , 健 康教室 や 各 地区 の 健康 相談 来所者 に ｢健 康銭 太鼓 体操｣
で わか つ た こと を紹介 し普 及し たo 地域全 体の 健 康 づ くり の ため, 身近 に 集ま れる 地域 ご と に小 グ ル
ー プを育成 し
,
活動 を継
続す る ため の 支援 を行 つ た○
精神 障 害者 家 族会 に コ ミ ユ 地域 の 中 に 精神 障害者 の 居場所 を つ く る ため , 精神 障害者 家族会 で 話 し合
い を行 つ た ○ 地域 の 精 神保健 福祉課
ニ テ イ . ミ ー テ ィ ン グ の 手 題 を見 つ め 直 し, 課題 を解決す る ため に家族 会が取 り組 む こと を明確 に し, 町
. 保健 福祉協 議会 ヘ の 施 策提案
法を活 用 して を行 つ た ○ 施策提 案書 の 作成 後は , 家族会 主催で 地 域向 けの 研修 会 を実施や 居 場所 づ く りに 向 けて 活動 し て
い
る ○
目 標共 有 型健 康 づ く りと 自 中高年 の 生活 習慣病予 防
. 健 康推進 の 手段 と して住 民主体 の 地域保健 活動が 有効 で あ る と判断 し, 健 康づ く り
主 グル ー プの 育成 グル.- プの 育 成をすす め た○ 市民 ニ ー ズ を住民 の 声と既 存 の 調査か ら分析 し. 既 存の 組織 ( 町会
. 自治会 . 社
協な ど) と連携 し て健 康教室 を 開催 し, グル ー■プづ く りの き つ か けとし て教 室参 加者 から希望者 を募 り グ ル ー
プ化 した○
住 民 参加 型 に よ る 糖尿 病 - 住民 主体で の 健康 づ く りに 取り組 む糖尿 病予 防活動事 業o 二 次予 防と して の 糖 尿病予 防教室 ,
一 次予 防と して
次予 防 と二 次予 防の 取 り組 の 地域 全体 で 健康問題 に 取 り組 むため の 医師会, 健康 づ く りを支援す る各種団体か ら ｢ま ちづ く り検討 委員会｣
み を発足 ○ 下 部組織と して 中学 校 区単 位 の ｢ 地区別小 委員会｣ を結 成し , 計画 を策定 した ○
6
メ デ ィ ア を活 用 した 健康 日 ｢健康 日本21｣ 地 方計 画の 実 践活動 と して , 叫間豪雪地城 で の 健康 づ く り運動 - の 住 民 の 参加意 識 を高 め る た
本21 の実 践 住 民 参加 型 括 め , ｢ 健 康体操ビ デ オ｣ の作 成
. CAT V で の放映
,
ア ン ケ ー ト , ｢ 健 康づ くり検 討委 貞会｣ 開催o さら に , 地 区
動 の支 援的環境 づ く り 組織
. 町 内各保育 所の 代 表者 を対象に , ｢ 健康づ くり リ ー ダ ー 研修｣｢住 民と の 健康 対話集 会｣ や , 体操 が 地域
で 走者す る ため に ｢ 地 区訪 問｣ を健康づ くりリ
ー ダ ー 研 修修 了者が 中心と な つ て 実 施し た○
7
地 域 の 力 を敢 え て く れ た A 家庭訪問 で 出会 つ た, 精神障 害を持 ち病 院に 通 院して い る A さ ん へ の援 助○ 保 健 セ ン タ
ー の 近く の 八 百 屋で 働
さ ん と の か か わり 地 域 の かせ て もらう よう に なり , A さん は , 自主 グル
ー プの 交流 会で , 野 菜 の 出張販 売の 店を 出し, セ ン タ ー 職員 ヤ
人と 一 緒 に 問題 解 決す る 大 八百屋 の ご主 人に 認 められ て 自信 をも つ こ とが で きた ○ また , 精神保 健 シ ンポ ジウ ム を 開催 した際 に , 八 百屋
切 さ. の ご主 人が シ ンポ ジ ス ト出席 した○
8
住 民 に よ る 子 育 て 支 援 ｢ 地 保健師は 地域 の ニ
ー ズ と人材 資源ヤ 地域の 子 育て の 環境 を把 撞 して い た○ 母子 健康 づ くりを推 進す る た め , ｢ 地
域 デ ビ ュ ー . と も だ ちみ- 域子育 て 応援 団支援 講座｣ を開催 し, 講 座終了 後に 参 加者 の 意見 に よ り ｢ 子育て 応援 団｣ を結 成 した○ 活動 に
つ けた｣ は す ご い つ い て は , ｢応援 団｣ が 企画
. 運 営の す ベ て を担 当 して い る○
9
健 康 な住 民 も 病気 や 障害 を 住民主 体の 健 康づ くり を築 き, 大 多数 の 人 々が その 活 動 に参加す る こ と で 連帯 して , 安 心 して 暮らせ る 地域 づ
持 つ た 住民 も み ん なで 健 廉 く りをすす め る た め に , 人口 の 多 い と い う地 区特性 を生か して , 大 多数 の 健康 な区民 に 健康 づ くり に 活躍す る
に な ろ う ボ ラ ン テ ィ ア ( 資源)に な つ て もらう ため の 活動 を行 つ た○ 具 体 的に は , 毎日 の 健康 教育
. 相談 か らその O B
会 として 自 主 グ ル ー プをづ く つ たo
支援チ -′ム ス タ ッ フ の エ ン 町 の 保健福祉 行 政職貞, 運営委 員の 住 民, 道 の福 祉行 政職貞 等で 組 織す る支援 チ
ー ム ス タ ッ フ が , 住 民主体 の
パ ワ ー.メ ン ト 住 民 参加 そ 地域 づ く りを支援 する た めに , ｢M 町ボラ ン テ ィ ア の
つ どい｣ を開催し. 46名の 住 民が 申し込ん だo 6回 の学 習
軸 にした ま ちづ く りを と お 会 で は . 6 つ の グル ー プに 分 かれ て , 町民 , 町職員 , 道 の 福祉職 員, 保 健所職 員と話 し合 い 活動が 行わ れ, 出
. して て きた活動 を具体 化 しよ うと い う こと で , 住民 に よ る 企画委員会を設
立す る こ ととな つ た ○
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香
rコ~守▲ タ イ ト ル 活 動 の 概 要
ll
津 久 井 町 の 取 り組 み 住 民 新 た な ｢ 津久井 町保健計 画｣ 策定に むけ て , 全 て の ライ フス テ ー ジ を 一 貫 して とら えた縫合 的 な施 策を展 開す
参 画 に よ る 母 子保 健 計 画 の る こ と に な つ た○ ノJ､学校 区別 に ｢ 健康づ く り推 進協議 会｣ を住民主体 で 立 ち上 げた○ メ ン バ ー は 公 募に よ り様 々
見直 し な立場 の 参加 を募り, 町づ く り委員 や 健康 普及員 の 経験 者な ど - も呼 びか けたo ま た , 策定 委貞 に は 民間 団体
と して 群 農業協 同組合 . 町商工 会の 女性 部と青 年部 . P T A. 青 年会議 所 に 参加 してもら つ た○
12
住 民 参 加 の 地 区診 断 健 康 地 区住民 と, 安心 して 健康 な生 活 を送 る こ と がで き る 地域 づ く り■に 取 り組 ん だ○ ｢ 健 康な地域 づ く り活動を 考
な地 域 づ く り 活動 を住 民 と える 会｣ を立 ち上げ. 協 議会 - と会 を発展 させ, 自主的 な活動 - と前進 した o 住民と 共 に暮 ら しの 具体像 を話
共 に 歩 む し合 い , 地域住 民 の 意識 調査 を実施 . 結 果 を集計 し
,
｢構 想書 づ く り｣ を した o さ らに, メ ン バ ー は , 会報 を
発行 や
,
1 入幕 らし高齢者 世帯 の 屋根 の 雪下 ろ し等の 作業を行 つ たo
13
地 域 保健 福 祉 計画 策 定 に お 介護 保険事 業計 画策定 に お い て , 介 護保険 事業の 円滑 な導 入等 を目的 に 懇談 会を行 つ た ○ 懇 談会委 員は
,
保健
ける 住民 参画 の あり方 医療福 祉 関係者 や 老人連 合会 . 区長協 議会 等の 代表 者や 家庭介護 経験者 , 公募 に よ る被虎険着 で あ つ た○ イ呆健
師 は 参加住 民 . 行 政ス タ ッ フ . 首長 へ の 働 きかけ を同時 に 行 つ たり , 協 議方法 . 協議 内容の 段 階別 設定. 参加
者q)理解
. 関心 に対 応 した資料捷 示, 参 加者個 々 の.意 見の フ ィ
ー ドバ ッ ク等 を行 つ た.
14
閉 じ こ も りが ち な高 齢者 を 高齢 者 を地域 で 支 えて い く ため 地域 ネ ッ ト ワ ー ク 委員 会 で は
,
保 健婦 と ネ ッ トワ ー ク委 員会 が 中心と な つ て ,
支 える 住 民 の 力量 形 成 の 過 体 が不自 由で ある な どの 理 由で 地域 の 活動 や 行事 に 参加 して い ない 高齢 者 が集 う ｢つ どい の 場｣ を発足し
,
閉
程 に お け る 大 学研 究 者 の 役 じこ も りがち な高齢者が 地域 で 集 える 場 の 活動を実 施 した o 保健婦 は 集 い の 参 加高齢者 と ネ ッ トワ ー ク委貞 と
割 一 緒 に自分 達の 地域 の 現状 を しる ため の 調査 を実施 し, 結果報告 会を 開催 した○
15
子 育 て 応 援 本 ｢ぼ け つ と｣ 子育て 中の 母親 から子育 て 情報 誌作 成の 要 望があ り, 保健 婦が 関わりの あ つ た育児 グ ル ー プ代 表者 を通じて 作
が で き る まで 成 を提案 し賛 同を得た o 作 成 に あ つ たて16名の ボラ ン テ ィ ア 応募 があ り
,
ス タ ッ フ 間で は ボ ラ ン テ ィ ア . 保健
棉 . 担 当職 貞の 役割 分担 を明確 に した o
1 6
手 づ く りで 策 定 した 総合 保 高齢 者保健 福祉計 画 (介 護保険事業計 画含 む), 障害福 祉計画 ( 新規), 母子保 健福祉計 画の 3 つ の 計画を包含
健 福祉計 画 した ｢保 健福祉 計画｣ を策定す る ため , 3 つ の 計画 グ ル ー プに 分か れて 担 当し進 め た○ 母子保 健福 祉計画で は ,
子育 て の 母 親の 真 の ニ ー ズを把 握す る ため に
,
ア ン ケ ー ト調査を実 施 したり, 子 育て 中の 母親 の 有志 で構 成す
る住 民 ワ ー キ ン グと , 一 般住 民参加 に よ る 町の 子 育て を考え る つ どい を開催 した o
1 7
住 民 参 画で 取 り組 ん だ ｢い ｢生涯 健康 で い き い き と暮 らす こ とが で き る 町｣ をめ ざした健 康づ く り マ ス タ ー プラ ン を策 定す る ため に , 也
きい き元気 プ ラ ン21｣ 域 づ く り型 保健活 動に つ い て 研 修 . 聴 講 をし
. 庁内 で の 体 制づ く りを した○ ま た , 地域 の 現状把 握 の ため , 関
係 団体と の 連携と デ ー タ収 集 を行 つ た○ 策 定の 手順 とし て . 地 区組織 の 代 表者 や 保健医療 関係 者を メ ン バ ー と
し た策定委 貞会 . 部 会を設 置し
, 住 民 へ の ア プロ ー チ と して . 住民 との 会議 を各地区で 行 つ たo
1 8
住 民 主体 の デ イ サ ー ビ ス の デ イ サ ー ビ ス の 利用 の 待機 が半 年あ つ た こ とや デ イサ ー ビ ス 利用 に 制 限が あり. 引き取 られ老 人 や1人暮ら し
発 展 に おけ る 保 健 婦 の 役 割 老 人が利用 し にく か つ た こ とか ら. 対 象者 を限定 しな い デイ サ ー ビ ス の 必 要性 を感 じ , デ イサ ー ビ ス 開設に 向
に つ い て け て検 討 を重ね たo そ こ で
.
デイ サ ー ビ ス 開設をね ら つ たボ ラ ン テ ィ ア 講座を実 施し, ボ ラ ン テ ィ ア セ ミ ナ ー
参加者 が運営 主体と な つ て デ イサ ー ビ スが 開設さ れた○
1 9
パ ー ト ナ ー シ ッ プ時代 の 住民 と 一 緒 に ｢ 健康 おお う21｣ の 計画 づ く り策定 を行 つ た. 多く の住 民 の 声を 聞くため
.
保健 師が定期 的に 出
｢ 計 画づ く り｣ は どこが新 し 向 い て い る 自治会等 の 団体 の 定 例会や保 健事 業や 地域 組織等 の ツ ー ル や ネ ッ トワ ー クや , イ ン タ ー ネッ トや 電
い ?計 画 づ く りを エ ン パ ワ 子 メ ー ル を活用 した○ ま た . 策 定委貞会 で は既 存の 関係団体 から委 員を推 薦 して もら い
.
さら に 1名 を公募し
メ ン トの 場 とす る ため に た○ 策 定委貞 会の 他 に 作業部会も立 ち上 げ, 住民と 行政職 貞が 一 緒 に 話 し合 つ た○
2 0
市 民 グ ル ー プ を中核 に す え 高齢者 の 介護 問題 だけで なく
.
子 ども . 家庭 や 障害児 ( 者)の 問題も 含め て . 出生 から終末 期ま で の 各ライ フ
た施策づ く り ス テ ー ジに応 じた市独 自 の 支え あ い の 総 合的 なシ ス テ ム の あ り方を検 討す る 組織が 発足 した o そこ に主体 的に
参加 す る市 民 は200人を こ え
.
10年 後の 市 の ある べ き 姿 に つ い て検 討 を重 ねた○ そして 地 域福 祉計 画が行 政計
画と して 位置 づ けら れ. 保健福 祉の 組 織改編 が行わ れたo
2 1
と も に 学 び
,
話 し合 う 町 づ ｢とも に 学 びあ い . 町民主体 で 地域 や 暮ら しを創 り上 げて い く｣ とい う 町 づ く りに お い て
, 総 合計 画が 町民 主
EE] 体 で 作 られ た o 学 び の 講座活 動等 や先進地 視察調査 , 町民ア ン ケ ー ト調 査結 果な どを踏ま えて , 委 員が議論 を
重 ねて 計 画 を作 り上 げたo ｢ 健康 日本21｣ 地 方計画で は , 住民 と庁舎 内 . 保 健所 の 関係職種 で
.
｢ 企画会議｣ を
立 ち上 げ, 話合 い を重 ね
,
学 びあう こ とを通 して 計画 策定 し, 冊子 を全戸配 布し た○
1 . 活動目的
各文献で取り上 げられ て い た活動の 目的は , 表 2の 通
り3 つ に整理で きた｡ ｢まちづくり ･ 地域 づくり｣ では ,
ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の理念に基づ い た母子保健計画や
｢健康日本21｣ 地方計画にお い て住民参画により策定や
見直しを行 っ たり, どの ような地域で暮ら した い の かを
住民と 一 緒に考えたりする等, 健康 づくりの ため の 制度
ヤ シス テ ム 等の 外的環境づくりを目的と したもの で あ っ
た ｡ ｢地域 ぐるみ で 取り組む健康づ くり｣ では , 高齢者
の心身機能低下の 防止や生活習慣病予防 ･ 健康推進 , ま
た, 育児情報に関する ニ ー ズ の 高 い こ とに対して , 地域
で取り組むこ とで住民同士の 結び つ きが強まり, 住民同
士 で 支え合うようになる こ とを目的と して い た ｡ ｢個別
援助対象者の支援体制づくり｣ で は , 本人や家族の 抱え
18 千葉看会誌 V O L.ll No . 2 2005.12
て い る健康問題解決や , そ の 人たちの生 活の 質向上にお
い て地域住民同士 で支援する ことが で きるように支援体
制づくりを目的としたもの で あ っ た｡
表 2. 活動日的
活動 日的 文献番号
A まちづくり . 地域 づ くり
1
,
10
,
ll
,
1 2
,
1 3
,
16
,
1 7,1 9,20,21
B 地域 ぐる み で 取り組 む健康づくり 2,4,5,6,9,15
C 個別援助対象者 の 支援体制づくり 3,7,8,14,18
2 . 活動内容
地域住民と協働 して行 っ た活動は , 表3 の とおりであ
り, 保健福祉計画策定等の健康づくりの ため の 制度づく
りをするために , ｢地域 の 健康問題 ･ 生活課題を解決す
るため の方法をワ - キ ン メ ン バ ー で の話 し合 い を通して
考える｣ ｢地域生活の 実態に つ い て 話し合 い を通 して明
らか にする｣｢ 地域生活の 実態を 一 緒 に調 べ る｣ と い っ
た内容が多か っ た ｡ ま た , 現在ある ｢ 自主組織活動を継
続 ･ 発展させ る｣ や ｢活動の 目標 ･ 計画 ･ 実施 ･ 評価を
共有し, 活動 の方向性を確認する｣ ｢地域の 情報を共有
する｣ ｢健康課題を持 つ住民 へ の 援助｣ があ っ た ｡
表3. 協働する活動内容
協働活動 の 内容 文献番号
ア 地域 の 健康問題 . 生 活課題を解決す 3,10,12,13,1 4,
る た め の 方法を ワ - キ ン メ ン バ ー で 16,l7,20,21
の話 し合 い を通 して 考え る
イ 地域生活 の 実態 に つ い て 話 し合 い を 1,5,1 6,17,19,
通 し て 明 ら か に す る 20,21
ウ 自主組織活動を継続 . 発展 させ る 2,6,8,l l,l 5
E) 活動 の 目標 . 計画 . 実 施 . 評価 を共 4,5,13,18
有 し , 活動 の 方 向性を確認す る
オ ■地域生活 の 実態を 一 緒 に 調 べ る 4,6,14
カ 地域 の 情報 の共有す る 1 3,1 4
キ 健康課題を持 つ 住 民 へ の 援 助 7
3 . 活動対象
活動で協働した対象は表4の通りであ っ た ｡ 自治体が
組織する民生委員など の組織や , 自治会や老人会等の 従
来から住民組織の代表者との協働があ っ た . また , 代表
者で はなくその組織に所属 して い る住民と の協働や , 所
属に関係なく, 健康相談や健康教育などの 保健事業に参
加 した住民との 協働もあ っ た ｡ 障害を持 つ 人 へ の 支援
を, そ の 近隣の 自営業者と協働 して 行 っ て い るも の も
あ っ た｡
表4 . 協働 した住民
協働 した 住民 文献番号
① 住民組織 の代表者 (民生委員 , 老 5,6,l1,13,l6,17,
入会 , 婦 人会, 青年 団等) 19,20,21
② 保健事業 の 参加者 2,3,4,5,6,7,8,10,18
③ 公募 に よ り応募 し た 住民 5,ll,13,16,19
④ 対話集会 に参加 し た 人 6,7,1 0
@ 住民組織 に所属 し て い る者 (老人
1,4,7,8,12,14,15,19会 . 商 工 会 . P T A. 自 主 グ ル ー
プ 等)
㊨ 地区住民 (自営業者な ど) 7,19
5 . 活動成果
活動の 成果は表5の 通りで あ っ た｡ 活動によ っ て 地域
にもたらされ た成果と し て , ｢地域の 実情に応 じたサ ー
ビス の提供｣ ｢保健福祉計画作成｣ ｢生活習慣の 改善｣ 等
があ っ た｡ ま た, 住民側の 活動成果と して, ｢ 住民同士
の つ ながりの 強化｣ ｢活動の ひろがり｣ ｢健康に つ い て考
えるようにな っ た｣ などがあ っ た｡ また , 活動によ っ て
看護職側にもたらされた もの と して , 表 6 の 通りで , ｢住
民の 力を確認するこ とが で きた｣ ｢地域 の 課題 を見 つ め
なおすき っ かけにな っ た｣ な どがあ っ た ｡
表5. 活動成果
活 動 成 果 文献番号
地
域
地域 の 実情 に即 し た サ ー ビ ス 提供
2
,
l6
,
l8
,
20
(実施 . 開設)
自主 グ ル ー プ の 誕生 5
,
8
,
20
に
ち
た
ら
さ
れ
た
成
果
(計画策定委員会が 実行団体 に発展)
計画 . 実 施 . 評価 を 一 緒 に す る こ と 4
に よ り 目 指す方向 が確認 でき た
保健福祉計画 づ.くり に参加 し た 住民 13
の 意見 を 取り入れ た 計画作成
活動が広 が つ た 5,6,21
教 室終了時 に は ,_ 全員 に生活習慣
の
5
改善が 見 ら れ た o
住
氏
の
餐
化
健康 に つ い て 考え . 前 向き に 取り組 3,5,6,9,10,1 2,
む よう に な つ た 13,15,18,19,21
住 民同士 の つ なが りが 強化 さ れ た 2,5,8,10,14,15
い く つ か の 小さ な企画を成功 させ な
10
,
18
が ら自信を深 め て い つ た
生 活 に 張りが で き生き が い に な つ た
2
,
ll
(個人 . グ ル ー プ活動)
住民自身が 自 ら の 力 に気 づ く 4
健康 の た め に ｢ 仲間｣ ｢ 環境｣ など
21
の 要素が重要で あ る と気 づ い た
表6 . 活動によ っ て看護職にもた らされ たもの
内 容 文献番号
住民の持 つ 力 の 確認 でき た (人材発掘. な ど) 1,8,10,16
地域 の 課題を見 つ め なお すき つ か け に な つ た 3,14,17
住 民 の 思 い に 耳 を傾け る よ う に な つ た 2 1
自分 の 守備範囲で は 解決 できな い 課題 が見え
19
た
話 し 合 い を通 し て 住民 に考え て も らう こ と
1が , 人材 育成 と な り , 地域 を変え て い く原動
力 とな る
住民と協働 で作成した 資料を活用 し , 住 民 に 15
効果的 に情報提供 で きる よ うに な つ た
様 々 な 会議 で の 議論を重ね た こ と に より , 他 1 6
セ ク シ ョ ン と の 連携 が とり や すくな つ た
保 健婦 の 発言 の 機会も拡大 した 1 6
6. 活動目的 , 活動内容 , 活動対象の関連
活動目的ごと に読みとれ た活動内容を表7 に示 したo
活動内容 ｢ウ. 自主組織活動を継続 ･ 発展させ る｣ ｢エ .
活動 の 目標 ･ 計画 ･ 実施 ･ 評価を共有 し, 活動 の方向性
を確認する｣ は , す べ て の 活動目的で行われ て い た｡ 活
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動内容と活動対象との 関連は , 表8 の 通りであ っ た｡
表7. 活動目的と活動内容の 関連
活動内容
活動 日的
ア イ ウ E) オ カ キ
まち づくり . 地域 づ くり ○ ○ ○ ○ (⊃
地域 ぐる み で 取り組む健
康づくり
○ ○
.
○ ○
個別援助対象者 の 支援体
制づくり
○ ○ ○■ ○ ○ ○
○印 は 関連 を示す ｡
ア - キは , 表 3の 記 号内容 を示 す｡
表 8. 活動内容と活動対象の 関連
対象
活動内容
団 ② @ ④ ⑤ ⑥
ア ○ ○ ○ ○
イ ○ ○ ○ ○ ○
ウ ○ ○ ○ ○ ○
E) ○ ○ ○ ○
オ ○ ○ ○ ○
カ ○ ○ ○
キ ○ ○
○印 は 関連 を示す｡
ア - キ は
, 表 3 の記 号内容 を示す ｡
① - ⑥は . 表 4 の記 号内容 を示す ｡
Ⅳ
. 考 察
1. 住民と協働する看護活動方法の特徴
1) まち づくり ･ 地域づくりを目的と した看護活動方法
の特徴
近年, 地域特性 に応じた保健福祉計画策走が求められ
お り, 母子保健計画や ｢ 健康日本21｣ 地方計画策走と
い っ た, 健康 づくりの ため の制度ヤ シ ス テ ム等 の外的環
境づくりを目的と したもの が多く読み取れ た｡ また, そ
の活動方法と対象で は , 住民と 一 緒 に話合 い を したり,
地域 の情報を共有するため の 方法が とられ , そ れは, 既
存の 住民組織の代表者や民生委員等の住民代表者との協
働が特徴で あ っ た ｡
2) 地域ぐるみ で取り組む健康づくりを目的と した看護
活動方法の 特徴
疾病予防や 閉じこ もり.
･ 寝 たきり予防等を地域全体で
取り組む こ と で , 住民同士の 交流によ っ て 継続した健康
づくり運動 へ の取り組み を意図した活動が 読み取れ た｡
また , そ の 活動と対象で は, 地域 の 課題を 一 緒に調 べ た
り, 話 し合 っ たりするだけで はなく, 住民 の 自主活動が
継続 ･ 発展するよう に働きかけて い た ｡ そ の対象者は,
日常行 っ て い る保健事業参加者で あ っ た｡
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3) 個別援助対象者の支援体制づくりを目的とした看護
活動方法の 特徴
本人や家族の抱えて い る健康問題解決や, その 人たち
の 生活の 質向上 にお い て 地域住民同士で支援する ことが
できるように支援体制づくりを目的と したもの で あ っ
た ｡ 育児や介護などの 同じ健康問題を抱える本人 ･ 家族
が集ま っ て話 を出来る場を設定するなか で , 個別の 関わ
りをしながら住民自身が健康課題 ･ 生活課題に つ い て 前
向きに取り組めるように促し, さ らに, 自分達で出来る
ことを考えられるように支援して い た｡ 健康課題 ･ 生活
課題を持 つ住民が自分自身の 体験を他者 へ 話すこと によ
り, 同じ悩みを持 つ 住民は話を聞くこ と で将来起こりう
る状態を予測する ことが できて い た ｡ こ とか ら, 日常 の
個別や集団の保健活動が住民との協働活動に つ なが っ て
い る と考えられる ｡
2 . 今後の課題
今臥 21文献を分析 した結果, 保健師は , ｢ 地域づく
り ･ まちづくり｣ と い っ た制度や シ ス テ ム づくり, ｢地
域ぐるみ で取り組む健康づくり｣ と い っ た住民同士の 交
流を通して疾病予防や健康増進を目指した地域づくり,
｢個別援助対象者の 支接体制 づくり｣ を目的とし て住民
と協働活動を行 っ て い た こ とが明らかとな っ た ｡ こ の こ
とは
, 看護援助の対象である , 個人 , 集[乱 地域 へ の援
助と して考える こ とが で きる ｡ そ して , そ の成果と して ,
活動の 継続 ･ 広 が り, 住民 の 意識の 向上等が確認で き
た｡ また, 保健師の 意識や認識の 変化に つ い て10文献で
述 べ られ ており, ｢住民の 力の確認｣ ｢地域の 課題を見 つ
めなおす｣ と い っ た保健師の変化が ｢住民の思 い に耳を
傾ける｣ ｢自分達の 守備範囲で は解決で きな い 課題が見
える｣ こと に つ なが っ て い た｡ こ の こ とから, 住民と保
健師との協働活動を促進するため には, 住民側の 変化だ
けで なく保健師側の変化も大事な要因になると考える ｡
今後, 地域 の 高齢化に伴う閉じこ も.りや孤立化, 坐
活習慣病の増加等 に対して そ の 解決には住民の 生活実態
に合わせ た解決方法を住民と共に考え ･ 実施する ことが
重要にな っ てくる ｡ そ こ で , 課題と して住民との協働活
動の具体的な取り組みだけで はなく, 協働関係を形成し
て い る過程や協働活動を通して 住民の 力を引き出す看護
活動方法に つ い て 明らかに して い く ことが考えられる ｡
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